
亀田郷土地改良区だより 平成26（2014）年10月１日　⑹第　117　号

　６月１日㈰に12回目となる亀田郷一斉清掃が亀田郷不法投棄対策連絡協議会（会長：山我
理事長）の主催により実施されました。過去最高となる1328名が参加し、高速道路沿線や各
工区で決定した水路・道路など亀田郷全域で17班に分かれ作業が行われました。
　収集されたゴミは、燃えるゴミ4.2トン、不燃ゴミ2.0トン、粗大ゴミは、タイヤ108本、テ
レビ27台、自転車10台などで年々減る傾向にあります。燃えるゴミ・不燃ゴミは新潟市から
無料で処分いただいていますが、粗大ゴミの処分費用は、新潟市・東日本高速道路株式会
社・亀田郷土地改良区の三者で負担しています。今年は一番多かった平成19年に比べ処分費
用は３分の１以下となりましたが、まだまだ大きな金額となっています。
　それから今回は、これまで課題となっていたゴミの分別徹底に取り組んでいただいた結
果、特に搬入施設でのトラブルもなく終わることが出来ました。参加いただいた皆様に感謝
申し上げます。
　不法投棄のない地域を目指し、引き続き組合員の皆様からご
支援ご協力をお願いします。
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